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小六 Eヨ 説明文 「文脈の中の語句の意味を考えるJ ( 3 6.3) 
四 f文章の要点を読みとるJ ( 2 3. 8) 
巴] 物語文 「情景を読み取る」 ( 3 5.2 ) 
ー 「文脈の・中の悟句の意味を考えるJ (3 8.2 ) 一
「心情を銚み取る」 (与 6.7)
中里空 亡口 B 脆明文 rx掌の構成を臨み取る力」 (3 2.6) 
百コ ! s 1. 2 説明文 fXi訟・会組み立てるカ. ことばのきまり ( 4 2.7 ) 
の思解J (27.7) 























































l ②段 2 ③段 8 ④段 4 @:ゆ段 目@@.段・ 6 @@(i政








ー この文輩の中には， さばくに水がない雌El~について. いろいろのべていますが.それ~まとめていえば. 白
どのようになりますか。つ容の中から.いちばんよいと思うものを一つ必んで.そのf作号1r0て'刀、こみな |
さい。

























































ア イ ク エ :t" 
-1 2-
0 右の 8 小さいながらもいのちのある子がにの，いじらし注 の中の， rいじらしさ」ということ
ばの怠味に.いちばん近いと思うのは.つぎの中のどれか。一つ選んで，その番号~Oでかこみなさい
l 心細げな.いじけた，どことなく元気のないようす













































































@たとえば， rながく」が「しばらくJからの影響によって「々がらく」 となり. ，取る」が「裂く」
からの影響によって「やぶ<Jとなq たりする。
@ 単語のj修は，~寺の移るにつれて公イヒすることがある。 ζの中には， j彰や;忠味の似かよった他の単語か
らの影殺によって裟化するものがある。せり〆
@) :訟味が狭くなる ζともある。《今衣服一般の滋味であった「とろも」カ"僧衣のことになq たのが，
ζれである。-.，j5!，
@怠昧も， fl寺とともに変化するものがある。
ア@.(O). @. @. @.の!瞬
ク@.<&. @， @， @，のl煩
オ@. ~. @. ID. @.のJ頃
















































A () l rながく」が「ながらくJになり. r阪る」が「やぶく」になる。



























8.1 E nFI IヨE i N N8 
2広間 間間 関本 本間 間間 間本
文題・H ・..題姻・・……題文文 題紙…・・・・題紙 題紙….…題紙 文
紙 紙紙 紙 回
自E 配 回配 国 田 直己 画己 回配' E収布 布 収 布 収収 布 布 ヰ文 布
ー圃b・・・e・' -ー+
1 5分 1 5分 ( 2分 ) 1 8分 1 0分
中学校 3 年
E n m: 1. IV IY V V 
間 間間 問問 間間 間間 間
題...・H ・-撞 趨...・H ・題 題…・・・題 題・・H ・H ・題 題…・…・・題
紙 紙紙 紙紙 紙紙 紙紙 紙
西日 国自己 四百己 由記 回配 回
布 l以布 収布 収布 収布 収
-・』司b
1 5分 1 5分 1 5分 7分 7分
〔実施 の 対象 生 徒 〕


















(1 6. 7 ) 







、(31. 1) (2 4.0) (' 2場7')
(4念 2) 
8 雨が少ないうえに，一年間平均してはふらない。( 8，8) 













































なお. ここに「すいU~られてJ を入れたものは. r水持ちがよ<t.rいのでJということばを・Dp*位
が大きいという普通の刑法に従って，その続きとして.r /1<.1キちがよ〈ないので，たちまちすい取られ







( f ) この文章の中の仁二二ご]の中に，ことばを入れるとすれば，つぎのどれがよいですかe つぎの中
から，いちばんょいと忠うものを一つ選んで.その必:せをOで閉みとEさい。
じ4う
l 蒸発して 1 5 ( 4 4 ) 
2 すい収られて 1 9 ( 1 6 ) 
3 かんそうして 6 0 ( 36) 























2 5 :弓8 I 27 
7 7 161 
4 I 25 2 36 
2 4 
19 60: 5 1 I 10口
( nJ ー さばくが・ 「ひじようにかんそうしていて・大地の表面が，からからにかわささっている」ゎ !
けが，この文i$:の中に説明してありますが， それはどの部分ですか。つぎの中から.いちばんょ
いと思うものを一つ選んで.その番号そOでかこみなさい。
l ②段 2 ③設 3 @ . 段 4 (I⑤段 5 @@>段 6 @冶(毒液



















2 5 4 5 6 谷; 計
2 5 2 s 15 
2 5 2 19 
21 3 17 6 60 
1 2 5 









- 2 1 -
ことばを入れているのである。また，謝質問題で
「蒸発して」会選んだ 44名のうち25名.rすい
取られて」を選んだ 16名のうち 10名. rおし流














2 5 4 亘
T 。11 s 
2 2 2 
2 4 11 4 
1 1 

















[ u] ニ ここで「さばくの土地は，水持ちがよくないJといっているのは・さばくのどういう点をさし
ていョているのですか。つぎの中から，いちばんょいと忠うものを一つ泌んで，その溢号をOで
1).こみなさい。
l ふつたl閥蒲y水kは. またた〈まにt地i他担E面自 ? 
2 ふつた悶y水κは，ものすごいはやさで水蒸気になつてz蒸底免してしまう。 1 0 
3 ふった雨水は， 主たたくまに地聞にすい取られ.-)jーものすごいはやさで水主主






，ー、 ~二 1 2 5 4 計ある。 rかんそうして」を選んだ60名のうち.この3を選択 表
したものは 39名で.2 1名は他を選んでいる。この 21名の 4 1 5 11 1 15 
2 5 ー2 14 19 
ヤーー一ものは，ここのx注を都分的にもよく読んでいないのでないか
3 5 5 39 11 60 
4 1 21' 2 5 
と思われる。
熊谷 よ 111 










世ミ 1 2 5 4 
5 5 30 6 
2 5 5 ? 11"6 
3 2 2 25 7 36 
4 2 4 





3 ……・・ 3 名
3 …・….1 0名
5 ・H ・H ・・24 名
[ 1 )において「かんそうして」を選択した60名の









なお， 6 月施行の議室主間~についてさかのぼって調べてみると，次のごと〈であった。すなわち. 調
査問題で 「かんそうしてJ'{--選択した 36名のうち.[UJー .[l1'jニの問題を正答し得たものは 11名に過
ぎなかった。











1 さばくは，雨が少ないうえかたよってふり.7.1'<持ちがわるい。 35 
2 さばくは，雨が少ないうえに，ふった雨はすぐ蒸発してしまう。 43 
3 さばくは，雨が少ないうえに，一年出平均してはふらない。 8





























表 71二見るごとく，例三で 1を選択したもの 35名の中23名 表




また，己の[IT;)ー で 1'a-' i起択したもの，つまり②段を会火山中
に位~. づけて内谷的に統みと。ていたもののうち 47%が(1日





であ U て，茨 ?と大体同じ傾向を示している。ただ・[1I.Jー の段 表

























1 2 3 4 51 
19 8 5 2 32 
6 I ;/，1¥ 6 41 
4 2 l 2 ? 
-ー円羽6 5 5 也
35 43 8 14 100 
1 2 5 4 
23 19 2 5 491 
21 
2 る 2 8 
5 15 5 2 25 
4 5 2 11 
2 4 
35 45 8 I 1<4 100 
2 s 4 百十
一18 19， 4 8 I 49 
2 
3 5 1 81 
5 14 2 
4 5 2 
2 4 
「










1 是正発して 1 6 
2 すい取られて 1 9 
8 かんそうして 6 1 





















2 5 4 計 l. 
? 15 
? B 19 
7 1 43 2 1 60 
1 1 2 5 
1 1 
19 61 4 1100 
表 10 




l z 3 4 5 6 熊谷:
(1 ) -・4・ 人
数
、切J ②段 @段 、@段 G児忌段 @@段 @@<D段
1 泳免して → 蒸発して ! (5) 2 2 
2 すい収られて→ 蒸発して (2 ) 2 
8 かんそうして→ 旅先して ( 8) 6 
4 おし流されて→ 言説先して ( 1 )
ー
1 蒸先して -・4・ 2 すい取られて ( 1 ) 
2 すいlIXられて→ Z すい取られて (9) 6 2 
3 かんそうして→ 2 すい収られて ( 7 ) 2 2 5 
生 おし流されて → Z すいほられて ( 1 ) 
無 谷; -・司・- 2 すい取られて ( 1 ) 
1 捻免して ‘ー『・ 3 かんそうして (ヲ) 5 2 2 
2 すい取られて→ 3 かんそうして (8) 4 2 
S かんそう して→ 3 かんそうして (<1 S) 22 13 d 
4 おし流されて→ 3 かんそうして ( 1 ) 
活かんそうして→ 4 おし流されて ( 2 ) 1 .' 
4 おし流されて→ も おし流されて ( 2 ) 
(計) 49 2 8 
たとえば・〔何百四品 「かんそうして」から 「すい4xられてJに家的ゼ切R名についてみると，






















































































を l3L.もしくは 13 2昔::'JI!iんだ3名， この5名Cある。してみると. 目四で「かんそうしてJを選
択した61名のうち，ほんとうにtポD て.本火;め読みに義寸ナられて泌んでいると見なされるものは，
以上の 17名と 5名. 2 2名と考えてよさそうである。そしてまた. r蒸発して」を選んだ 16名，



















己〕 本文 分析問題巳主1本文参照 (ただし，冒顕数行における傍線及びアイクエオの記号は，誠
査問題にはない。}
この文章の中の@をつけた部分を読んでうける感じと して，いちばんよいのはどれですか。




(2 1. 5 ) 
( 4 O.4 ) [3 5. 2) (3 8. 2 J 








析の結卦去を見ると. 20)選択肢「侮べへいこう。 Jへの反応がかなり高い。 (31. 9 %) .そこでその
原闘を考えてみると.第一κこの「海べへ。 Jということばそ・ことの火訟の文僚の月Jに位置づけず
に， このことばだけを切り離してその念味を答えたのではないか。第二に.たとえこのことば:宏文脈の






このr Jの前後の文章をよく読んで.この「海ベヘ。 jということば治主 どのような滋味に使われ
ているか。つぎの中から，いちばんょいと忠うものを一つ選んで.その益:号をOでかこみなさい。
1 侮べへいってはいけない。 1 0 ( 13) 
2 海べへいこう。 1 9 (2 7 ) 
3 iIiiべへいきたいんだね。 2 1 (2 1 ) 




1 人をさそう気持ち 2 5 
2 ~窓外に思ってたずねようとする気持ち 4 2 
3 とめようとする気持ち 2 2 






分析問題の応答を対比してみると表 M のごと くである。
調査問題で 1および2に応答 したものが，その半ば近く 4 表














10: 19 ! 
5 4 I無答 計|
6 13 
61 12 27， 
10 2 21' 
41 'd 1 39 















5 3 4 7 
[m}ーの選択との闘速で見ると表 12のどとくである。 (Pつでもこっtもよいとじもい制で計は1加をて£るol
(・ 下内航債は[Itql選択者宅ある。i)
任〈L ア イ ウ コ二 ォーむずむず ビーズ玉， なにかを 大きなは ぶるぶる 無答 計是を 光って 見つめて さみ ふるわす
かたちのおかしさ 5 2 5 
5 11 ( 
おちつき2のなさ 3 2 3 16 23 47(32)i 
5 5 10 19 29 1 9 1 83 ( 49) いじらしさ
4 
? 2 5 2 16( 10) ヒ-ー ヌ'玉，ふしきfさ
無 公Eヨ; 2 2 ( ♀) 
計 1 1 23 24 53 47 159(100) 
ζれを昆ると， 2 rはさみをたえず動かしている子治主この，おちつきのなさ」役選択していたものが，





.:z; ( 8) .エ:t(8)，クエ (5).ク:t(5).:;t(4).ク(3 ) .イクエ (3).イ (2)• 
イェ(2) • イラ(2) .アエ-(2) • ア(1 ) • アク(1 ) • ア-*( 1) • イヱ方(1づ，ム(1 ) 
ク.エ，オに集中肢が高いのであるが，これらの部分をこの子どもたちがどのように読みとっていたか
は，次の問題の結栄からEもると，はなはだ疑問なのである。
O 右の 3小さいながらもいのちのある子がにの，いじらしさ の中の「いじらしさJということばの;蛍
味に.いちばん近いと思うのは.つぎの中のどれ刀、ーっ選んで.その議長去をOでかこみえEさい。
l 心細げな，いじけた，どことなく元気のないようす 1 4 
Z 意志、が強く， どこかどうじようなところのあるようす 4 5 
8 おさなくてかわいそうに見え，いたわってやりたいようす 2 8 































2 1 7 
10 3 32 
12 8 49 
5 10 
1 2 






















(3 1.9 ) 
(1 8. 6 ) 
C 4 1.8) (3 8. 2 J ( 4 4. 5 J 
〈無答 0.6) 

















l 子がにという小さな生きものの.かたちのおかし~ 7 (18) 
2 はさみをたえず動かしている子治通この.おちつきのなさ 32 (23) 
3 小さいながらもいのちのある子がにの，いじらしさ 49 (39) 
4 ピーズ玉のような小さな凶をもった子がにのふしぎさ 10. (19) 
熊谷 2 ( 1) 
)内数値は， 同被験者が6月諮査問題実施の際の応答率である。




移動を見てみると.表uのごとくで，調査問題で 1. '~l 5 61 81 1 
也を選んだものは約その7寄jが選択絞2と8へ移動して 2 5 71 1 2 23 
いる。また調査問題で2を選択したものは8へ. 3を
5 12 23 2 1 5守
4 6 7 5 1 19 
選択したものは 2へ移動したものが5i到ないし5剖ある 無答 1 
のである。このように移動の著しいことは一面巨ヨで 計 7 1 32 49 
も庖べたように読みの不安定性によるところがあると忠















2 いと つ 12 
5 いきたいんだね 6 
4 いくんだって d 
無 答
計 2S 
2 3 4 計たずねる とめる 同情する
5 5 10 
1 4 2 19 
8 1 6 21 
29 1 2 2 49 
1 1 
42 22 _L__!生 100 









うとする気持ち」であり. 4 9名のうち29名がζれを選択している。会休としても 42名がこれを選
択している。









四 との文章の中の'(3)Cおとうちゃん。 Jr料、。」 一… υ ・…・かたりあいまし色山父と子のどんな気
持ちがあらわれていますか。
I 子がにを海へはなしてやって満足した気持ち" ( 6 5. 0) [5 6. 7) [5 8 0 ] 
2 子がにを海へはなしたあとのきびしい気持ち (2 1.2) 
3 裁のもとにかえった子がにをうらやむ気持ち ( 虫9) 
生 子がにを侮へはなしたのをざんねんに思う気持ち ( 3. 4 ) 
































8 ( 8) 
2 ( 2) 
減ミ 1 2 
46 13 
2 91 14 
5 ヰ
4 2 
計 56 33 
5 4 無 計25 
2 1 62 
5 2 28 
5 8 
2 




1 子がiこを侮へはなしてやったことに満足している 2 7 
2 子がにを海へはなしたあとのきびしさをあじわっている 2 9 
- 34ー
3 親のもとにかえった子がに?うらやんでいる。 3
也 親のもとへかえる子がにのしあわせを思いやっている 4 1 
ー 「ああ，よかったね。」といったとき，父親は，どんな気持ちだったでし工うか。つぎの中から，い
ちばんょいと思うものを一つ選んで.その番号をOでかこみなさし、。
l 暗い侮岸で無事に子がにを梅へはなしてやったのを見て安心した気持ち 3 0 
2 ー ぴきの子がにの命を救ってやった子どものおこないを喜んでいる気持ち 4 2 
3 子がにを海へはなしてやった子どもの気持ちをいっくしんでいる気持ち 1 6 
晶 子がにす海へはなしたあとのさびしさをまぎらわそうとする気持ち 1 2 
いま・(IJ)三の応答者がWー でどのような応答ーをしているかを見ると，表 17のごとくである。
cn三で 1r子がにを海へはなしてやって満足した気持ち」を
滋択した56名について見ると.[Nト では.その25名が l 表 はと 1 2 5 4 
25 1日 21 
2 15 1 16 























見ると.表18.のごとくである。 表 時!長 1 2 3 4 
こo.:r]'/}この問題は，選択肢し 2. 3の聞にやや弁別性が乏 18 18 26 6 6 56 
しく，また特に 8の選択肢の中の「いつくしむJということばが
子lどもに身近かなととばでないため，明確な結栄が必ずしも出
2 7 I 11 ? 6 35 
5 5 4 8 
4 2 2 
ていないようであるが，その読み絞りのニュアンスの違いはそ
無答
こに見られると忠う。 計 30 42 I 16 12 100 
〔日〕三で. 1 r子がにを海へはなしてやって満足した気持ち」





のとが含まれている。(笑は.後』こ自由記述て-:， ~とがどのよ うな気持ちでこのこ と ばを言ったのかを，
別な被験者で調食したところでは，前者のよ うに栄け取れる必答はごく少なく ，後者のよフに受け取れ

































4-3 ( 8) 
1-1 ( 8) 
2-4 ( 9) 
1-2 (15) 
1-3 ( 4) 
3-1 ( 1) 
5 
4 181 8 
計 42 
[IV}司 [IV}ニ) [IV}-C町二〕
2-3 ( 3) 
4-1 (12) 4-2 (18) 
4-4 ( 3) 
2-1 ( 9) 2-2 ( 8) 
3-2 ( 1) 3-3 ( 1) 
.;0 
次にこれを(I!)=:の選択に対応させると表20のごとくである。
W 1 .:= 'li
2 5 4 i無答. 






4 -2 1 1 5 18 
c.情緒性の強い読み 2 -4 5 4 3?1 l ・124-4 2 
d. .E.!五知的傾向の読み 1-2 14 15 
ふきのととばと父のことばの受け政り 1-3 5 
e・方にTグハグな感のあるもの 2- 1 4 2 2 
2-2 6 
3-1 
f， 矛盾した誤れる読み'ーパ み 3-2 1} 3 
3 -3 1 
























?、( 3 5.5) 
7. 1 ) 
( 3 O. 2 ) 












(1 1.3 ) ;t 
















尊さを味わいえた。 Jということばを受けて r.ー一段諭としてよりも体験として縫認Lえたのである。 J























分けた 笑i療の分け方(( )の記号は該当する抱査 左の分け方をしたもの叫山|
段 数 題における選択。( ) I有数値
(人数) 問題選択肢) は人数
2 段
( 2 ) E豆亙lとf1昌也(E活疋Jl 2 イ(1 ) .ェ (1 ) 
巳豆互!と l悦 JCr@|と市| 10 ア(4 ) .イ(主 J・ク(4 ) 
「J)l2X3)1と |(主@〕Qi)"1と「てETl 2 ア(1 ) .ォ(1 ) 
G!XJII と r@X~J~jj と巴豆互l 2 ク (2) 
3 段 「否認訊と医亙Iと区豆互l イ(1 ) 
GDlと!豆豆訂とf14..I[{iめの1 ;t ( 1 ) 
( 1 8 ) ロIJと区亙lとmXL@也J:i)l ア(1 ) 
ほ)1と 1(:2迎込⑤|と区豆互! 1 イ(1 ) 
1 j)1 と区互|と! (;l;~.β冶〉 | と r(7) 1 〔ァ〕 23 ア(1 3 ) イ (1 )・ク(刊|
ロ豆Dーと 1(3) I と r(!厄X~ と区互1 3 ク(3 ) 
4 段 f亙)と l鑑主主lと固と図 3 イ(1 ) .ク(1 ) .オ(1 ) 
1::J21と度亙Eとほ蕊窃1"1と区豆1 〔ク〕 2 ク(1 ) .ェ(1 ) 
( 3 4 ) ロエ豆]と区認訂と区立到 と 回 〔ェ〕 オ(1 ) 
1 :1)(2.X3~ と区むと区切 と区亙7Jl 〔万〕 イ (1 ) 
直]と rwlと 直面と[加ml ア(1 ) 
巳互!とlill_1と I@Iとm怠XQ)lとIeZJI 6 ア(1) .イ (1) .ク(2人ェ(2) 
5 段 巳亙lと 1C?Xilと 1@1と(亙!と回 4 ア(3) .オ(1 ) 
( 1 7) l ~'C1m1 と区二i と区ill と区亙1 と区司 4 ア(2 ) ，ク (1)，;t(1) 
固とmxmと固と殴〕と題担 5 ア(2) ，ヱ(1 ) 
R;Iと喧!と I(3{4<0と固と区切と悶 5 ア(1).イ (1).ク(2)，ェ(1)
6 段
rJ)(?I.1とr@1と区JとIN!と医TIと尽否| 4 ェ (2 ) .オ(2 ) 
( 1 0 ) 
〔砲と陵|と堕lと区亙!と堕lと堕! 1 ク(1 ) 
- 3 9ー
7 段
( 1 6 ) 固と悶と固と図と固と固と図
16 ア(5) ，ク(ヂ)，オ (4) 








段切(2名)と， [亙亙jと区IDと IE豆亙Dと区却の4段切 (3名)である。あるいはさらに，















段落切 人数 左のものの請書査問題における選択ア イ タ Z二 オ 無答
② J @@ 51 23 6 18 2 2 
@ @ j ④ 15 5 2 2 2 4 
② J @ j @ 14 6 4 2 
その他c.W@@， 7段切，無答等) 20 5 7 2 4 
(100) (34) (10) (33) (10) (12) (1) 
- 4 0ー
ー これではると・ @O)>~必あ@段の方へ続けてゆくものが半数をこ L ており.前に続け・ も L くは独
立させている恥ω29名である。そして謁査問越における応答状況そおべてみると.その①段の扱いは.






















(2) 調査 問組仁訂 1 1. 2 














ア ⑪. (@. (D. (6). (e)の順
イ @. (5). (e). (e). @)の順
ク (e). (1). (e). ro. @)の順
エ @ .@. @. @). @の糊
~ @. (0). ⑪. ~. 。の順
( 5.3) 
(呪 1) 
( 5 2.4) [ 4 2.7) (4 6.6 J 
(19.9) 
( 1 1.8 ) 
(縦答 1. 5 ) 





? ク ~ % "tレ オ ゆ
(2 7.7) (30.L) 
)内数鎚は，県抽出1.0絞の応答分桁結果による応答率。( )内政他ぬ全県平均正答率。同じ〈太字は全面平均正
答率。 (2については県抽出10絞の応答分析が待なわれていない)
との蜘t託制組;1 1から鮮鋭したし、。この問題は. r文f;f;を組み立てる JJJ が出~のねらいとされてい
る。
























ア (a).(6). @. ~め .(ê)の}I民 2 9 ) 
-1 (O.). (b)・@.(e).⑪の1民 2 5 ) 
ク ぬ .(1ゆ・ @."Q江()'.⑪のfl]l.- 6 7 ( 3 7) 
エ ③， (1ゆ，・⑤.め.⑤の順 1 3 ( 2 8) 






















d 2 ? 
5 5 
1 1 26 4 5 37 
.1 22 5 28 
11 2 5 18 
1 5 




l~ド 左のア イ クは

































ア 5 ((目)ー でこれに該当する選択肢 ;t 16) 
イ 1 6 " .x 13) 







イ 1 2 
アに当たる)の大部分がイとク C(Il)ーのエ， クに当たる) ヴ 2 41 S6 
に移到したのが回立っている。とのイ.クの進い出前に コニ 2 凸 13 
もrlSべたように， r通;味が狭くなるとともあ る。 Jの「もJ 才 11 1 S ? 16 
の邸調を仕王宮、機く読んだかどうかによるものである。(llJー 計 I5 1 161 711 日 il0日
-44 -
において正答校クをほ択していたもの67 名のうち， こ o.:(tr)ー でも 1<.1 じく クを選択したものは56~で.






























が広文に符かれているのである。とのようなことから考えると.翁iVi:t:!l~ 1 で.%.~泊:)1てしたものの111に U .
-45-
こうした見解のものも含まれていたかも知れない。
tx.に ;~M~'It院副12は. 「3に本を組み立てる刀.こと lまのきまりの雌}~，(. (単語のJ診や，広島長の五i:化)Jと







ァ ¥!? ィ オ少 ク オツ〆 エ リ' 才
6 7 2 1 1 7 
( 1 0 ) ( 2 3 ) ( 1 7 ) ( 1 6) 
)内数値は， 陶 -~~I，i骨者の 6 用実維の ;，j'j査問題における応答である。
この 6 J:lの損金のJ，~;谷と今凶の E ニの応答の凶係 以





















( 5 ) 
ク ヨニ ;f 無谷
2 2 4 
s 5 ? 
7 5 5 1 















(llJ二の問題で選択肢ヱをiÎ!Îんだものは， と・の事例が f;意~・が狭く なることもるゐ。 J の具体例である















) 4 衣服一般の意味であった「とろも lが僧衣のことになる。
B ア 単訴の怠;味が変化した場合.j:ijの迫;味より広い治;味になる ととがある。
イ 単語の;色:味が変化した場合，前の;な味より狭い主l床になることがある。
ク 単語の%が.J診や;な味の似かよった他の単語からの影響によって.変化するものがある。 a ‘ 
一 一
その応谷は表 26のごとくである。プジゴクで我らしたのが 1











V とれはがiに附したi陶ですが，もう --1)[t. <考え1答えてください。 谷えは，明のときのとめぺ|
次の3とを，ゐの¥/の Iから 5までの斗Jのとこかに入れるとすれば.どこがよいでし ょうか。最も適当な l
ものを一つ巡んで，その溢号をOで囲みなさし、。 I





1 8 も 5 2 

















この結バとてと.I司一被峨伝の6Jcl 卦j;t悩凶~ü1i.iの際の比~ ~ ，な
らびに([1~二の応谷と紘一己すると表 28 のごとくである。 Æ*，ーは
2ψ→ 48→ 62:と上鼻したQ その診;動の内6を比るべ く(IT)二
とVのl失Ji糸を見たのが.表2¥')1である。(謝金問組と(IT)この!対
1系は既に記した。 46頁参照)





ア(1 ) 10 




叙E 谷J 5 
b. 誤省:~Zから正答以ーへ
( (ア→ 5) 
I (イ→5) 
I Cク→ 5) 
l (エ→5) 


















1 1 4 
1 4 
11 2 6 
21 10 5 
21 4S 
2! 4 I 14 1S 62 
l~里 112 ll-n二 Jl[- 1V2 V 人数 M出11 調 12 n-n二 nJ-1V2 
オ ウ ?t ウ イ 5 12 ウ オ ウ オ i九 イ
コ二 ヴ オ ウ イ 5 4 コニ コニ ウ オ イ イ
イ ウ オ ン.~ イ 5 1二 イ ウ ガー ム イ
オ ク 才 ク イ 5 5 イ ア ウ オ ウ ム
コニ ク ;f ワ イ 5 2 イ オ 二工 オ イ イ
ク ヴ オ ワ イ 5 ヨニ オ :r. オ イ イ・
オ ク オ ク イ 5 ワ ア 二E ;f イ イ
イ ヴ オ ウ イ 5 3 、コ イ コニ オ イ イ
.:r. ク オ ク イ 5 1ニ ア イ オ ウ イ
ウ ク 3寸 ウ イ 5 イ コニ ;f オ イ ウ
ウ ウ オ ヴ イ- 5 ~ イ ;J- オ イ ク
ア ク オ ク イ. 5 ウ コニ オ ;t L、 iλ 
イ ウ オ ウ イ・ 5 
サ ク ;t ウ イ 5 :r.ー メー ウ ア ウ イ-


































1 調12 1-IV2 V 人数 調11 ~ 1I 2 u-sニ Jl-JV2 
ウ ア イ イ 5 オ ニE ク ニE ウ イ 5 
ア ア ク ア 5 ウ イ ク ニE ク イ 5 
(4) ニE オ ウ ニE ク イ 5 
ア ク イ tl，イ b 
イ ウ イ イ
， 
イ' 5 ク オ ク オ ク イ 主・、
オ イ イ イ ム 5 
ク コ二 イ ム イ 5 ク コニ ;t オ ク イ 4 
(4 ) ク ニE ウ オI ク イ
ア ク ウ ウ イ ( 2) 
コこ ク ク ク イイ 5 
ク ウ ク イ イ 5 住 イァ.....問題Wの不完全正答
オ ク ウ イ ア 5 ム……・・締 答
ア ク ク ウ ア 5 調 1ー， 原1二は被験者の6月謝査問題知留
イ ク ウ ク ク 3 の僚の応答である。
(6 ) 






名の Eー の選択を見ると， イを選択しているものが7名ある。ほかにクが2名.無答が5名。特に Eー








ある。この 17名のうち. Iー ク. IV 2イとともに正答したもの8名. .Ilー を正答しIV2を誤答したも
の5名. 1ー を誤谷:し.JV 2を.-答したもの4名. I-IV 2ともに誤答したもの2名であるa との応答
の結巣から直接.分析的問題のEー .JV 2をしたために誤谷が正答に変わuたと言うととはできかねる。，
それは実はVで正答;できな治 っーたもので，1-， JV 2を正答しているものが後に述べるように相当にい
-49-










調1~調'12 I (1I)一[町一 (I)-(IV) ~ (v) 人数 調111調12 (Uj一日〕二(1lI)-(IVJ2 (円 |人数
1ニ ク ウ ア ウ イ ク イ ニE イ イ ア 4 
イ ク ;t ウ イ ク ム ム オ ウ ク イ 4 
(2 ) ;t イ ォ- ク イ ム 4 
イ 二E ;t ア ク イ 2 ニE オ ク コニ ク イ 4 1 2 
ク 1. ク イ ア ア 2 ク ウ ク .!J: ク f 4 
ク コこ ウ ク ウ イ 2 ニE ク ク コこ ク イ 4 
(3 ) ニE イ ク コニ ム ィ;・ 4 I 1 
ム ム ニE ヴ ク イ 3 オ イ コニ ニE イ イ 4 
オ イ ニE ウ ウ イ- 5 コニ ウ コこ コ: ア イ・' 4 
ヨニ イ エ ク ウ ア 3 コニ ア オ コr. ク イ 4 
ア ク オ ク ウ イ〉 5 オ イ オ 2ニ ク イ 4 
ウ イ ;t ク ウ イ・ 5 ;t イ オ 2二 ア イ 4 
ク ク オ ク ク イ，・ 5 
ク ム ウ ク ク ウ 5 ア イ コこ イ ア ク ム
二E ク ウ ウ ク ウ さ オ オ ク ニE ク イ ム
コこ A ウ ウ ク ウ 5 ク オ ク .ヱ ア イ- ム
2こ グ ウ ウ ム ア 5 (3) 
Zニ ウ ア ク ム イ- 3 
立二 ア ウ コこ ムイ~. " 3 
オ ム オ コニ ウ ウ 5 
ア ク ク ム ウ イ・' る
( 1 4) 
いまこの 35名の応谷について見ると・ Eー ヲ.JV 2イと，ともに正谷したものが 17名. 1ー を正























筋の 筋の通ら 計通った答; ない答
3 4 
1 1 1 3 24 
4 2 6 
1 








ており.結局. i i花」が桜に限って則いられたりするのも」の「もJに注Uが足りなかったため.5 
を選ばず4をi.lんだものと推泌されるのである。
以上，個々の応答についてやや細かにMてきたが，前にも記したように，との問題の正答は.分析的
問題(1)と(NJa'中にはさんで・ 48名から 6<:名へと上昇しているのであって.具体的に文章として読む
ととや，説明と事例の関係を港;ち弱いて考えることによって.文章の理解が格段と進んだζとを示して
いる。しかもそれは，分析的問題として行なっただけで.特別その内容の具体的指導を行なったわけで
はない。ちしこの分析的閉題に，助詞Eも」の使用に注目させる設聞を更に加えていたならば.その正答
は62名より更に上回る結栄になったであろうと忠われる。学習指導の問題として.文章の読みを基本
としながら，その丈叢鹿島4に必要な知識や文法を怨切丁寧に学習するということが.いかにたいせつで
あるか，それがどれほど父主主の涜みとその足解を深吟るか.はかり知れないものがあると忠うのである。
(執筆者大竹大三)
- 5 1ー
